
珈　

東
洋
経
済
新
報
社
百
周
年
の
と
き
の
ロ
ゴ
は

「
百
年
リ
ベ
ラ
ル
」
だ
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
言

葉
は
誤
用
、
悪
用
、
借
用
、
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
る
。

で
、「
伝
統
・
文
化
な
ど
価
値
観
の
共
有
を
重
ん
じ
る

保
守（
共
和
党
）、
個
人
の
自
由
を
重
ん
じ
る
リ
ベ
ラ

ル
（
民
主
党
）」（
毎
日
新
聞
）
な
ど
と
い
う
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
の
記
事
が
書
か
れ
た
り
す
る
。
保
守
と
リ

ベ
ラ
ル
を
対
立
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
か
ら
、
記
事

脇
の
図
で
は
横
軸
の
右
端
の
保
守
に
は
自
民
、
真
ん

中
に
民
主
、
生
活
、
み
ん
な
、
左
端
の
リ
ベ
ラ
ル
に

社
共
、
な
ど
と
い
う
笑
う
に
笑
え
ぬ
配
置
が
堂
々
と

描
か
れ
て
い
た
（
志
位
さ
ん
も
び
っ
く
り
だ
ろ
う
）。

　

中
島
岳
志
『「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
」
宣
言
』（
新
潮
社
、

１
４
７
０
円
）
は
自
由
民
主
主
義
、
漸
進
主
義
、
寛
容

性
、
歴
史
と
伝
統
重
視
等
々
の
中
に
良
質
な
保
守
主

義
は
成
立
し
、
リ
ベ
ラ
ル
と
の
統
合
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、バ
ー
ク
、チ
ェ
ス
タ
ト
ン
な
ど

の
言
説
と
と
も
に
論
じ
て
い
て
、
二
項
対
立
的
に
保

守
、
リ
ベ
ラ
ル
を
考
え
る
こ
と
の
不
毛
を
鋭
く
追
及

し
て
い
る
。
貧
困
問
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
へ
の
言
及
や
橋
下
批
判
も
興
味
深
い
。

玳　

靖
国
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
８
月
、

保
阪
正
康
『「
靖
国
」
と
い
う
悩
み
』（
中
公
文
庫
、

８
８
０
円
）
を
再
読
し
た
。「
法
的
に
は
日
米
戦
争

が
継
続
し
て
い
る
状
況
下
に
行
わ
れ
た
東
京
裁
判
の

Ａ
級
戦
犯
は
戦
闘
中
に
敵
に
殺
さ
れ
た
の
と
同
じ
な
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の
で
靖
国
に
合
祀
し
た
」
と
い
う
松
宮
元
宮
司
の
主

張
に
対
し
、
合
祀
は
戦
後
の
歴
史
認
識
を
否
定
す
る

政
治
運
動
だ
っ
た
と
糾
弾
す
る
。
そ
の
と
お
り
だ
ろ

う
。
松
宮
説
が
正
し
け
れ
ば
吉
田
内
閣
も
当
時
の
官

僚
も
敵
国
に
協
力
し
た
反
逆
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

境
内
に
つ
く
ら
れ
た
遊
就
館
の
歴
史
観
批
判
、
鎮
霊

社
を
め
ぐ
る
考
察
は
鋭
い
。

珎　

第
一
印
象
に
よ
っ
て
就
職
も
結
婚
も
商
談
も
決

定
的
に
影
響
を
受
け
る
の
に
、
人
は
意
外
に
無
頓
着

だ
。『
人
は
見
た
目
が
九
割
』
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
が
、
読
ま
な
い
人
は
容
姿
こ
そ
す
べ
て
と

思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
二
弾
、
竹
内
一
郎
『
や

っ
ぱ
り
見
た
目
が
九
割
』（
新
潮
新
書
、
７
３
５
円
）

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
受
け
身
か
ら
始
ま

る
」「
オ
ー
ラ
は
い
か
に
生
ま
れ
る
か
」「
目
と
声
の

威
力
」
な
ど
と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー
マ
を
論
じ
て
い

て
、
前
著
同
様
、
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
さ
て
ど
こ
か

ら
改
善
し
よ
う
か
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

玻　

７
年
前
の
夏
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
だ
に
人
気
の

高
い
百
田
尚
樹
『
永
遠
の 
０ 
』（
太
田
出
版
、
１
６
８

ゼ
ロ

０
円
／
講
談
社
文
庫
、
９
２
０
円
）
の
文
庫
版
が
３

０
０
万
部
に
達
し
、
映
画
化
も
進
ん
で
い
る
。
零
戦

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
を
中
心
に
し
た
物
語
だ
が
、
先

の
大
戦
の
史
実
を
忠
実
に
追
い
な
が
ら
、
戦
争
と
家

族
愛
が
織
り
成
す
感
動
的
な
（
安
易
に
使
い
た
く
な

い
言
葉
だ
が
）小
説
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
戦
争
、
と

り
わ
け
特
攻
の
悲
惨
さ
を
描
き
な
が
ら
、
ミ
ス
テ
リ

ー
仕
立
て
で
最
後
ま
で
引
き
つ
け
る
。�
構��
成�
の
う
ま

プ
ロ 
ッ
ト

さ
は
こ
れ
が
処
女
作
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
だ
。��（
純
）
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